
〈準 ず る教 育 〉 小 ・中学 校(学 部)部 会

研 究 主 題

「学 習 指 導 要 領 の 『基 準 性』 を踏 ま え た 『補 充 的 な学 習 』

に 応 じた 指 導 方 法 の・開発 」

『発展 的な学習』な ど個

研究の概要

〈準 ず る教育 〉にお いて は、児 童 ・生徒 が、確実 に学習 指導 要領 に示 され た 内容 を身に付 け

るた め、評価 規準 に照 ら して、達成 度 を常 に評 価 しなが ら、捕 充 的な学 習や発 展 的な学習 を

取 り入れ て い く ことが大 切で あ る。ま た、盲 ・ろ う ・養護 学校 には 、 〈準 ず る教育〉の教 育

課程 で下学 年の 内容 を学 習す る児童 ・生徒 も多 くな って きてい る。 そ うした児童 ・生徒 が、

当該学年 の内容 にで きるだ け到 達 で きる よ うな指 導 も必要 で あ る。本研 究で は、当該学 年対

応 、下学 年適用 それ ぞれ の児童 ・生徒 の指 導 の在 り方や 指導 上の 工夫 を整理 し、授業研 究 に

基づ き、補 充的 な学 習や発 展 的 な学習 な ど個 に応 じた指導方 法 の研究 開発 を行 った。

1研 究 の 目 的

平成!5年12月 の学習指 導要領 の一 部改正 によ り、学 習指 導要領 の 内容 は、すべ て の児童 ・

生徒 に対 して指 導す る内容 や程度 を示 した もので あ るこ とが よ り一層 明確 に示 された。 盲 ・ろ

う ・養 護学 校 の 〈準ず る教 育〉 の教育課 程 におい ては、指導 と評 価 を きめ細 か く行 い、小 ・中

学校 の学習 指導 要領 に示す 内容 の定着 を 図ってい く必要 があ る。 そ の際 、学習指 導要領 に示 す

目標 に照 ら して、実 現状況 を見 た とき、 それ が十 分で はない と判 断 され る児童 ・生徒 につ い て

は、補充 的 な学 習 を取 り入 れ、 基礎 的 ・基本 的 な内容 の確 実 な定着 を図 る指導 が必要 とな る。

また 、実現状 況 が十分 であ る と判 断 され る児童 ・生徒 につ いて は、学 習指導 要領 に示 され て

いない 内容 を加 え るな ど、発展 的な 学習 を取 り入 れ る ことが 可能 とな った。

盲 ・ろ う ・養 護学 校の各 教科 等の 指導 に 当たっては 、従 来 か ら、個 別 指導計 画 に基 づ く指導

な ど個 に応 じた指導 の充 実が 図 られ て きたが 、盲 ・ろ う ・養 護 学校や 通 級指 導学級 の児童 ・生

徒 の障 害特性 によ る学習 の困難 さや 、学 習進度 の相違等 へ の指導方 法 は、 まだ十分 に研 究 され

てい ない。

昨年 度 の研 究 にお いては、 障害 の状態 に配慮 した評価 規準 を加 え る こ とや 、障 害の特性 や 学

習進度 の差 が あ る児童 ・生徒 には、評価 ・評 定 を行 う際 、複数 の学年 の評 価 規準 を照 らし合 わせ

るこ とな どの 、学習 の状 況 に対応 した指 導 と評価 の重 要性 が明 らか にな った。

そ こで 、本研 究 では、上記 の課題 を踏 ま え、児童 ・生徒 の確 かな学 力 の育成 を図 るため 、教

師一人 一 人が 自 らの授 業 を改 善 し、個 に応 じた指 導の一層 の充 実 を図 るた めの手 だて と しての 、

補 充的 な学習 、発展 的 な学習 の指 導方法 に関す る実 践的 な研 究 開発 を行 う。

E研 究 の 方 法

盲 ・ろ う ・養護 学校 にお いては 、当該学 年 の内容 を学 習 してい る児童 ・生徒 の他 、下学年

適用 の学習 を行 ってい る児童 ・生 徒 も多 く存 在す る。 下学年 適用 の児童 ・生 徒 につい て は、

下学 年 の評 価 規準 を用い る こ とにな る。 そ の よ うな学 習 グル ー プは、 当該 学年 の指 導内容 へ
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少 しずつ で も近づ けてい くこ とを、常 に念頭 にお いた 指 導を 進めて い く必要 が あ る。そ こで、

補充 的 な学習 と発展 的な学 習の 実施 の考 え方 を、 以Fの よ うに 区別 して整理 した.

1当 該学 年の 内容 を学習 して い る場 合

(1)補 充 的 な学 習

補 充的 な学習 は、 評価 規 準 に達 しない(評 価C)の 児童 ・生 徒 に、ね らい とす る評価 蜆 準

を達成 で きる よ うに指導 した り、お おむ ね達成 してい る(評 価B)の 児 童 ・生徒 に 、習 熟 を深

めた りす る学 習で ある。 内容 は、<補 充i>と して、単元 の 内容 をかみ くだい てスモー ル ステ

ップ で行 う学習 、〈補 充ii>と して 、児童 ・生徒 のつ まず きの 箇所 に焦 点 を 当て た学 習 、〈補

充iii>と して、習 熟 のた めの ドリル 的な学 習、<補 充iv>と して、 単元 に入 る前 の土 台作 りの

学習 、<補 充v>と して 、更 に得意 な部分 を伸 ばす学 習な どが あげ られ る。

(2)発 展 的な学習

発 展的 な学習 は、単 元 の 目標 を達成 した(評 価Aま た はB)上 に成 り立つ もので 、 よ り

思考 を深 め るた めの もので あ るr"内 容 は、〈発展i>と して、興 味 ・関心 の幅 を広 げ る学習 、

〈発展ii>と して 、 さ らに 、 レベル ア ップを図 る ために、難 易度 の 高い 内容 の学 習 が考 え られ

る.

図1補 充 的 な 学 習 と発 展1'1勺な 学 習 〈事例 〉
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2下 学年 の内容 を学 習 して い る場 合

(1)補 充 的な学習

下学年 適用 にお い て、 ね らい とす る評価 規 準 に引き上 げ る学 習は、 前述 の 当該学年 の評価

規 準 を適用 す る学 習 と同様 、 「補 充的 な学習 」 と した。

(2)下 学年 適用 の際 、 当該学年 に近付 け るた め の学 習 一 「促進 的な学 習」

下学年(下 学部)適 用 の児童 ・生 徒 は、現在 学習 して い る学年 の評価 規 準(下 学年 の評価

規 準)を 適 用 し、学 習 を進 め てい くが、 そ の評価 規 準 のAま たはBに 達 して い る児童 ・生 徒

に対 して は、 よ り当該学年 に近付 けるた めの 学習 が必要 とな る。 この視点 は、 下学年 適用独

特 であ る と ともに必 要不 可欠 な もの であ り、 当該 学年 の評 価規 準を適 用 して学 習す る場合 の

発 展的な 学習 とは 区別 す る必要 が ある。 そ こで本研 究 では この よ うな発展11勺学 習 を、 ド学年

適 用の児童 ・生徒 の学力 の伸 艮 とい う視 点か ら特 に 「促進 的 な学習」 と呼ぶ こと とした。促

進 的な学 習は、<促 進i>と して、 当該学 年の発 展 的な学習 同様 、興 味 ・関心 の幅 を広 げ る学

習 、<促 進ii>と して、 当該学年 に近付 け るた めの学習 を考 えた。
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本研究 では 、以上 の よ うな考 え方 に基 づき、各障害 種別 の指導 の事例 及 び授 業研 究 を通 して、

補 充的 な学習 ・発 展 的 な学習 、及び 下学 年適 用 にお ける促 進的 な学習 の有 効性 を検 証す る、
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皿 障 害 種 別 ご と の 補 充 的 な 学 習 と発 展 的 な 学 習 の 指 導 方 法 の 開 発

1盲 学校

(1)障 害に起 因す る学習課題

視覚 障害 のあ る児童 ・生徒 は、視 覚 か らの情報や 、実体験 が不足 しが ちで あ るた め、盲学

校 で は、具体 的 な事物 ・事象や動 作 と言葉 を結 びつ けて、 的確 な概 念 の形成 を図 る指導や 児

童 ・生 徒の視 覚障 害の状 態等 に応 じて 、点字や普 通 の文 字 の読み 書 きの系統 的な指 導 を行 う

こ とが大切 とな る。 さらに 、個 々 の児童 ・生徒 に合 わせ た触 覚教材 や拡 大教材 の 工夫 を常 に

図 りなが ら、限 られた 時数 の中で効 果 的な指導 を行 うこ とが必要 で あ る。本 部会 で は、盲学

校の教 科指導 の課 題 につい て協議 し、次 の こ とを挙 げた。

国語:点 字 を常用す るこ とが適切 な場合 は 、触 覚 に よる読字(触 読)の 指 導 を入 門期 か ら

系統 的 に進 め、教 材 の提示 の仕 方 に も工夫 を加 え、児童 ・生徒 の興味 ・関心 を高 め なが ら指

導 してい く必要 が あ る。 また、普通 の 文字 を常用す る こ とが適切 な場合 は、漢字 や漢語 の意

味や書 き取 りについ て、十分 に指導 を行 って い く必要 が あ る。児 童 ・生徒 の起因 疾患 、発 生

の時期 、視 覚に よるイ メー ジの有無 な どを踏 まえて 、以下 の指導 事例 の よ うに、補 充 的 な学

習 と発 展的 な学 習 を効 果的 に取 り入 れ てい くことが有効 で あ る と考 えた。

O単 元名 「一秒 が一年 を こわす 」(小 学部5年:学 年対応)

O評 価規 準及 び補 充的 な学習 ・発展 的な学 習 の内容

国語 への 関心 ・ 書 く能 力 読 む能 力 言語についての

意欲 ・態 度 知識 ・理解 ・技能

地球環境や 身近な環

境 の問題 に関心 をも

ち、 自分 たちの課題

について意 欲的 に考

えた り話 し合った り

しよ うとしてい る。

調べ た こ とを基 自分 の 課 題 を

に、話 の組 み立 解 決 す るた め

て を工夫 し、資 に、必要な情報

料 を活用 しなが を集 め、点字や

ら発 表 し て い 普 通 の 文 宇 で

る。 ま とめている。

補充iv単 元の導入の際、

石油のでき方 について、太

古 の生物 か らな る堆積 物

のイメージ図や 、点字 によ

る説明資料を提示す る。ま

た、年 表を視 覚教材 ・触覚

教材 として用意 し、人類が

誕 生 してか らの 時間 の短

さを実感 できるよ うに し、

児童の興 味 ・関心 を高め、

学習の土台 とす る。

地 球 環 境 に つ い

て、考 えなが ら文

章 を読み、要 旨を

とらえ、 自分 自身

の課題 をもってい

る。

補 充i環 境 に つ い て 調 べ

る 際 、 「便 幽1」な 生 活 と 「エ

点字や普通の文字(漢 字)を

使 い、正確 に、丁寧 に書 き表

す ようにす る。

本 文 を 読 み 取 る

際、事実 と、筆者
の意見が分 けて書

かれてい るこ とを

理解 している。

発展i教 材 文 を さ らに深 く

理解 す るた めに必 要 と思 われ

る様 々な題材 にっ いて、下記の

よ うな 関連図 書 を音読 テー プ

教材 として用意 し、家庭学習の

課題 とす る。
「地球 の歴史」「人類の歴 史」

「地 球 につい て(海 、砂 漠 な

ど〉」
「空気(二 酸化 炭素 と酸素)に

ついて」

0

○

単元名 物 語 「親 友」(中 学部1年:学 年対応)

発展 的な学 習の 内容

発 展i教 科 書 の教材 文 の 出典 で ある 「ト短 調 の子守 歌」(文 庫本 で約350頁)

を朝 の読書 タイ ムの課題 と して取 り上 げ、拡 大本 、点字版 、音 読テー プ を用 意 し、

生徒 に選 択 させ 、部分 ご とに意 見 を交換 しなが ら読み 取 りをす す め る。 定期 考 査

の試 験問題 と して も取 り上 げ る。
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算数:児 童 ・生徒 の実 態 に応 じて、適 切な教材 ・教 具 を使用 し、 具体的操 作 を取 り入れ な

が ら、概 念 の形成や 、原 理 の発見 がで き るよ うに し、次 の指導 事例 の よ うに、 児童 ・生徒 の

学習 内容 の理 解度 を常 に評価 しなが ら、必要 に応 じて、確 実 に概 念 を形成す る補充 的な学 習

や 、概念 の 幅 を広 げる発 展 的な学 習 を取 り入れ 、理解 を促 した り、興 味 ・関心 や思考 の幅 を

広 げた りす るこ とが有効 で あ る と考 えた。

○ 単元名 「三角形 と四角形 」(小 学部2年 二学年 対応)

O評 価 規準及 び補 充的 な学習 ・発展 的 な学 習の 内容

算 数へ の関 心 ・

意欲 ・態度

簡 単な形 を とらえ、

身 の回 りの物 のな か

か ら三角 形、 四角 形

をす すん でみ つ け よ

うと して い る。

数学的な

考 え方

面 図 形 と、

辺 で 構 成 さ

れ た 図 形 を

同 じ図 形 と

して と ら え

てい る。

数 量や 図形 につ

いて の表現 ・処 理

身 の 回 り の 物 を

よ く触 り、形 を把

握 し基 本 図 形 で

構成 し、表 す こと

がで きる。

数量 や図 形 につ いて の

知 識 ・理解
・基本 図形 の辺や 角、面 な ど

の特徴 を と らえてい る。
・物 の形 は三 角形 や 四角 形や

基本 図形 の組 み 合わせ で で

きて いる こ とを理解 して い

る。

補充1頂 点 と辺の学

習の際、 グラフ板 を使 用

し、具体的操作 を十分 行っ

た り、方眼紙で図形 を作っ

た りす る操作活動 を行 う。

(グ ラフ板〉線 σ)部分 が溝 になってお り、交点に ピ

ンを差 し、輪 ゴムで頂点を囲い、辺 を表す触覚教材。

以上の指導事例 をも とに して、さらに、算数の研究授業 を行 い、除法の単元の中に、導入期 の土

台作 りの学習 〈補 充iv>、 つまず きやすい箇所に焦点 を当てた学習 く補充ii>、 習熟のための反復的

学習 〈補充iii>、レベルア ップ を図るための難易度 の高い内容の学習 く発展ii>を 取 り入れて、補充

的な学習や発展的な学習の有効性の検証を行った。

(2)研 究授業 に よる検 証

.一 帰 「=乱,一 一=、
竃=囲}'「

1単 元名 「新 しい計算 を考 え よ う」 点字i教科 書3-1(13時 間)

2単 元設定の理由

対象児童は第3学 年 に在籍 している。視覚障害のある児童は、活動の範 囲や内容が限定 され がちで

あ り、遊びや友達関係の中で培われ る数や量、図形 に対す る実体験に基づ いた感覚が育ちにくい。今

回学習す る除法に関 しても、「分ける」ことや 「同 じ数ずつに分ける」ことについて、児童 が意識的に

触 る活動を多 く取 り入れるこ とによって理解 を促す必要があると考えた。 また、四則演算では、盲学

校 の点字 を常用す る児童 については、計算の速 さと正確 さの点か ら、筆算 に代わ る計算法 として、珠
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算の学習が小学部2学 年から取 り入れ られてお り、対象児童2名 は、これまで、そろばんを使い3位 数 同

士の加減の計算、乗法の計算や乗法九九の表を利用 した計算な どを学習 してきた.本 単元でま、それらの摺

捌踏まえ、除法の学習を行 う、
ドグ 　う

蕪盤 ウ'_勲懲 必.
1視 覚に騰 のあ競 恥 撚 は、鞠 壱こじっく嚇 闘をかけて触勲 どを手猟 齢 醐 卿

にイメー ジを構蘂で 選る と、そのイ メー ジを究に、 自分な りの見通 しを もって学醤が纏 め られ る

とい う特性が おる。従 やて、単兄の導入部分で補完的 な学習 内容 を盛 砂込み、一人一人の兜灘が

イメー ジをもてるよ うに し、習熟を図るための反復的 な単習 を艀 い、その後.の単習では妊⑳イ メ

嚇 灘灘 灘 欝溢総欄轟 ___」

そこで、本単元では導入の部分 において、児童の 「分ける」経験を元 に して学習への興味 ・関心を

高めるため、具体物を操作 して、 「分ける」ことや 「同じ数ずつ分 ける」 とい う除法の基本 を自分のイ

メージとして構築できるよ うに配慮 をす る必要がある と考 え、補充的な学習 として 「分ける」体験 を

1時 間設定 した。その」二で、等分除(一 人分を求める。〉、包含除(何 人に分け られ るか。)に ついて具

体的操作か ら出発 し、点字表記に よる式の表 し方や、乗法 九九による答 えの求め方、珠算に よる習熟

を図っていく。 さらに、単元 の最後 に、2位 数、3位 数の除法について、磁石 が ユ0佃 入った箱 を一

つ と見て計算す ることで、大 きな数 にっいての除法 も、 これ までに学習 した方法 と同 じ方法で答 えを

見つけることができることに気イ・」かせたい.

3児 童の実態

児童 算数への 数学的な考え方 数量や図形につ 数量や図形につい

関心 ・意 欲 ・態 度 い て の表 現 ・処 理 て の知 識 ・理 解

A 計算など方法がは 乗法の性質を理解 点字を使い加法 ・減 位 に関しては少 し曖昧な

小学3年 っきりとした学習 し、被乗数や乗数 法 ・乗法の表記がで 理解 であるが、ほぼ身 に

には積極1杓に参加 が0や ユ0の 揚合 きる。盲人用そ ろば ついている。乗法の性質

視力略 す る 。 の計算の仕方を考 んを使い3位 数同士 に 関 しては理解 してい

点字使用 え る こ とが で き の加減法 までほぼで る.

る 。 き る 。

B 学習に対 して関心 乗法の性質を理解 点字を使い加法 ・減 乗法九九がまだ しっか り

小学3年 をもち、積極的に し被乗数や乗数が 法 ・乗法の表記がで とは身 に ついて い ない。

取 り組 む。 0や10の 揚合の き る。 また 、盲人用 乗法の性質に関 しては理

視力略 計算の仕方を考え そろばんを使い3位 解 してい る。

点字使用 る こ とがで きる。 数 同一[=の加減法まで

ほぼ でき る。

4単 元の 目標

・一人分の数や 、何人に分け られるかを工夫 して求めることができる。

・除法の式や答 えを点字表記により記述す ることができる。
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5単 元の観点別評価規準

算数への 数学的た考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関 心 ・意欲 ・態 度 表 現 ・処 理 知融 ・理解

・具体物を使って分け ・等 分 除 は
、一 人 分 は い く

・除法が用いられ る場合(等 分除 ・ ・除法か用い られる揚合

る作業を進んで行お つ か 、 とい う考 え方 で あ 包含除)を 、点字表記を使い式 (等分 除 ・包 含 除)、 及

うと してい る。 ることに気が付いてい で 表 す こ とが で き て い る. び除法の答えは乗法九

・身 の 回 りか ら 除 法 で
る 。

・乗法九九を用いて答えを求める 九を用いて求められる

表 される箏敦を進ん ・包 含 除 は 、何 人 分 に な る こ とが で き て い る。 こ とを 理 解 して い る。

で さが した り、 数 量 か 、 とい う考 え 方 で あ る ・数量の関係 を点字で除法の式に

の関係を除法の式に こ とに気 が伺 い て い る。 表 そ うと して い る。

表 そ う と し た り して

い る。

6指 導と評価の計画

時 学習活動 支援の方法 評価規準 と評価の方法

1

「

補充的な学習 く補充iv>

「

欄麟い撫 螂禧を輿際に分けてみよう1

①具体物 を使って 具体物 をい くっかに分 ける作業 をす
'1

分 捗 軌 繰 作 に 麗 心 を も っ で繊 繊
=

児童の興味のあ る物 る た め 、児 竜 の 興 味 の あ る 物(あ め 、 的に轡 櫛饗い 甑, コ

を使い、与 えられた 磁石を用意する。 (算数へめ関心 ・意欲 ・態度)

佃数 を等 しく二っに ・何 を 分 け る の か
、 ど こ に 分 け る の '

・ 薪

分 け る 。 か等 の説明を、触 りなが ら確認す
' 観察により評価

る よ うに す る 。
、 A

・抽象物(今 回は直方体 の磁石)を 磁鐸盈等払く分ける方撫を考え

用 い る 。 閲い観 (数攣的な考え方〉
・台 紙 に ス テ ン レ ス ボ ー ドを 貼 っ た 忌〆

げ

㌧糟'・"

もの を用意 し、分ける場所 を固定 磁堀の命け方により評価

し 、 児 童 の 空 間 認 知 を 助 け る。

黒ゐ に弊 しく紬腱贔描購逸、 甜 の よ

② シー ル な ど固 定 台紙 にシール を貼 り、それ を指先で う樟得や把か麹親嚇饗繋て㌔、軌

され るもの を使 数 え、確認 しなが ら分 けるよ うにす {数貴や図形についての知識 ・理 解 〉

って る 。
醐鞭罪

(ア)シー ル を使 い 、2 (ア)シ ー ル そ の もの を 貼 り分 け られ 識盤や敏葡俘の鱗膨榔よ り評価

カ所に貼 り分けてい る よ うに ① で 使 っ た ボ ー一ドの 上 に

く こ とで2っ に 等 し 台紙 を固定 して貼 る。2枚 の台紙 シ ー ル 徳 購継か 摯に して考え、分け
、

く 分 け る。 の上に同 じ数ずつ シールを貼るた ること淋で鍮ズい 凱,

(イ)既 に貼 っ て あ る シ めには どうした らいいかを確認 し (数単帥蹴需晃方)
一ルに触れなが ら二 てか ら作業 に入るよ うにす る。 騨
つに等 しく分けると (イ)シ ー ル を予 め 台 紙 に 貼 っ て お き 、 毘盤の脳特により評価
ど うなるかを具体的 分ける数の確認ができるよ うに

操作をせずに想像し して お く。

な が ら答 え る 。

③数 のみ による提 点字表記で数 を記入 したカー ドを 轍 砂みの提示 か ら、分1輝1凱 とがで

示 示 す 、 蓼 て い る.

点字表記のみを手が (数量 や図形にっいての義鏡 ・処理)
か りに して 分 け る。 糠騨

児澱融細瞥によ囎平価
'

II
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2 ● 「何個 ずっ 分け られ 01人 分 の個数 の求め方 を 灘 鵬磯 晦嬢)巷丸鳳粟法九 九麹債

～

' 、

補 充 的 な る か 」 「何 人 分 に 分 考 え 、 式 の 表 し方 を 知 る。 翻灘

8 学習 け ら れ る か 」 考 え 0何 人分 に分 け られるかの
ギ

う 、 」「

<補 充iii> て み よ う 求 め方 、式 の 表 し方 を 知 る。
'

轡

授業 の (等分除 と包含 除) O珠 算 の方法 を知る。 、、児 童 の 圃 箒 に よ り評 価

始めの

'「

補充的な学習 〈補 充ii>割 り算の意味を確実に知 ろ う。

乗法九九の 「かけられ る数」を□で表 した式 と 「かける数」 を日で表 した式の対
1⑪ 分 間 、

比から、等分除 と包含除の違いが理解できるように、磁石 とステン レスボー ド(人

い ろいろ 数 分)を 使 い な が ら説 明 す る。 口個 ×3人 分 踊12個 、4個 × □ 人 分 嵩12
㌧ 」

9 な計算(既 ・0を 分 け た り 、 04個 のあめ を4人 で分 け1 a十 麟熈
、

1,0妬 卿 デ日÷1鞘 な どめ式

習の加法 あ る数 を 同 じ数 る 操 作 を し た り、1個 も な の鴬畷商繰解 し、説明で智熾 、る帝

・減 怯 ・ で 割 っ た り す る と い場合4人 で分け るとど う 轍 掌 的 考 況 籾 ㌧、、
、

・臣き 凸 ÷

'

乗法)を ど う な る だ ろ う 。 な る か を 考 え た りす る 、, 蹴選へ⑳説闘によ参評価

そろばん ll■ ■Illllllll

10 を使 って ・何 倍 か を 求 め る 何癌か融求め為場舎も1蟻撫瀞使 え、 旬

計算 して 場 合 に も割 り算 が
口]コ[]]コ[[口[[[]

禽瞼と圃横の麿え方で
1義

漸 る薯 とに
、

気が

み よ う、 使 え る か確 か め て G12個 は3個 の何倍かにつ 付いでい翫 (数勢顛暫え方)
f津

み よ う 。 いてはめ板 で考 える。 敏材の操作によ鴎評価

11 '「
補 充 的 な 学 習 〈補 充iii>習 っ た こ と を 確 実 に 身 に 付 け よ う。

12
し '

「何 個 ず つ ワ ー ク シ ー ト」、 「何 人 分 ワ ー ク シ ー ト」、 「い ろ い ろ な 文 章 問 題 ワー ク シ

一 ト」とそれに対応 した半具体物を用いた教材で習熟を図る。、'
7「

発展的な学習 く発展ii>2位 数 、3位 数÷1位 数の計算の仕方 を考 えよう。

13 10佃 のタイルをテープでひ と固ま りにま とめたものを1個 とみな した教材 を使って、 「何個ず

つ分けられ るか」「何人分に分け られるか」の問題に取 り組む。

式で表すとき、0を 取って計算すればよいことに気付く。L」
1

7本 時の 指導(i/13時 間)(別 紙P.9,10)

(3)ま とめ

盲学校 の児 童 ・生 徒の指 導 に当た って、経 験不足 を補 い、学 習意欲 を高 め るた めに、 単元

の始 めに 、触 覚教 材 な どを工夫 し、具体 的操 作 を十分 に行 うことで、単 元全体 の学 習 に意欲

的 に取 り組 む こ とが で きた。 また、単元 の 学習過程 で は、習熟 の た めの反 復練 習 の時間 を帯

状 に設 け た り、学習 の達成度 を的確 に把 握 し、つ まず きの箇所 に応 じて的確 に支援す るこ と

で、計算 能力 の向上や 、 除法 につ いて の概念 形成 が確 実 に図 られ た。 それ らを土台 に、 よ り

難 易度 の高 い学 習 にも取 り組 む こ とがで きた。 この よ うに、効果 的 に補 充的 な学習や 発展 的

な学習 を取 り入れ るため には、単元 の指 導 と評価 の計画 の適切 な活用 とともに、授業 後 の評

価 をきめ細 か く行 い 、児童 ・生徒 の学習 の 達成 度 を把 握 しなが ら、次 の課 題 の指導 を進 め る

よ うに努 める こ とが大切 で ある。
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l

O
l

7本 時 の 指 導(1/13時 間)

(1)本 時 の ね ら い0等 し く分 け る こ と を 積 極 的 に 行 う。

○ 磁 石 や シ ー ル を 使 い 、 与 え られ た 数 を 等 し く2つ に 分 け る こ と が で き る。

0等 し く分 け る 場 合 は 、 割 り算 を 使 うこ と を 知 り、 点 字 の 式 で 表 す こ とが で き る 。

(2)個 別 目標 A児 ・等 し く分 け る課 題 を正 確 に 最 後 ま で や り通 す こ とが で き る 。
・割 り算 の 式 を 点 字 で 表 し、 読 む こ と が で き る。

B児 ・正 確 に 等 し く分 け る 方 法 を 自 ら考 え る こ とが で き る 。
・割 り算 の 式 を 点 字 で 表 す こ と が で き 、提 示 され た 式 に 対 して 答 え を 言 う こ とが で き る。

(3)本 時 の 展 開

(教 師 の評 価 よ くで き た:A で きた:B工 夫 を 要 す るC)(児 童 の評 価:十 分 満 足:Aお お む ね満 足:B努 力 を 要す るC)

導

入

3

分

展

開

27

分

学 習 内 容

十 査≡与 ・

・今 日 の 予 定 を 伝 え る 。

・ あ め が4個 あ る と き 、2人

で 分 け る と ど う な る か に っ い

て 考 え る 。

・「12個 の 磁 石 を2人 で 同 じ 数

ず っ 分 け て み よ う 。」

・「14個 の 磁 石 を2人 で 同 じ 数

ず っ 分 け て み よ う 。」

・「16個 の 磁 石 を2人 で 同 じ 数

ず っ 分 け て み よ う。」

教 自而 の 支 援

Oす ぐ に答 え が 出 な い 場 合 は 、 実 際 に

。嵩欝 二雰浮詣重圭皇接婁1□

0教 材 を机 上 に 固 定 し、 児 童 の空 間 認

知 を助 け る。

O磁 石 を触 り、確 認 す る よ うにす る。

OA児 に 関 して は途 中 の 言 葉 か け や 作

業 の 進行 の確 認 を細 か く行 う。

OB児 に 関 して は最 初 に 見 通 しが もて

る よ う作業 を促 す 。

0作 業 の 流 れ を説 明 した 後 、 で き るだ

け 自分一 人 で で き る よ うにす る。

口

OA児 が 集 中 で き な い 場 合 は言 葉 か け

を して 作業 を促 す 。

OB児 に は 、 最 後 ま で 自 分 で や りき る

よ うに励 ます ・ 口

個 別 の 学 習 目 標 ・ 評 価
Aラ 見 B}見

算 数 へ の 関心 ・意 欲 ・態 度

・ 自 分 か ら 進 ん で 発 言 し よ う と す る 。

口
※ この 口 は 評 価 を記 入 す る た め の もの で あ る。

数 学的 な考 え方

・磁 石 を 等 し く分 け る に は 、

どの よ うに す れ ば よ い か 考

えて い る。

口

・正確 かつ 効 率 的 に等 し く

分 け る に は ど の よ うにす

れ ば よい か 考 えて い る。

口

数 量 や 図 形 に っ い て の 表 現 ・処 理

・与 え ら れ た 数 の 磁 石 を 等 し

く2っ に 分 け る こ とtsで き

る 。

口

・自分 で考 えた 方 法 で積 極

的 に課 題 を解 決 して い る。

口



1
5
1

0台 紙 と シ ー ル を配 り、 そ れ ぞ れ に触

って確 認 す る よ うにす る。

O貼 り なお す こ とが で き な い の で 、 ど

の よ うに す れ ば 等 し く分 け られ るか

馨総蓋論 口
「シ ー ル を 一 枚 ず つ 交 互 に 貼 る 。」

「枠 は 左 上 端 か ら 順 に 使 う 。」

・枠 の使 い 方 を左上 端 か ら

順 に使 うこ とで よ り正 確

に貼 る こ と溺 で き るこ と

に気 が 付 い て い る。

口

数学 的考 え方

・ 「12枚 の シ ー ル を2っ の 枠 付

き の 台 紙 に 貼 り な が ら 、 同 じ 数

ず つ 分 け て み よ う。」

・お 互 い に 意 見 を 言 う
。

一『輝
一 覧画 州、詣「'

髭講難

・1枚 ず つ 交 互 に貼 れ ば 正 確

に で き る こ と に気 演付 い て

い る。

口

・ 「14枚 の シ ー ル を2枚 の 台 紙

に 貼 り な が ら 、 同 じ 数 ず つ 分 け

て み よ う。」

014枚 あ る こ とを 自分 で 数 え る よ う

に指 示 す る。 枠 の 置 き方 、 使 い方 な

ど も最 初 は 自分 で 考 え る よ うに伝 え

る。

口

・2つ の 枠 を横 に して並 べ

て置 く等 、 机 上 の使 い方

にも工夫 翁 ている.

算数一 の関心 慮 欲 ・態度1

・ 枠 の 左 上 端 か ら 使 う こ と を

知 り 、 自 ら 取 り 入 れ よ う と

し て い る 。

口
・ 「10枚 の シ ー ル を 貼 っ た 台 紙

を 使 っ て 、 同 じ 数 ず つ2つ に 分

け る と い く つ ず つ に な る か 考 え

み よ う。」

・6枚
、12枚 の シ ー ル を 貼

っ た 台 紙 を 使 う 。

010枚 の シ ー ル を 予 め枠 に 貼 っ た 台

紙 を 配 り、 シ ー ル の 枚 数 を 数 え、 同

じ数 ず つ2つ に分 け る と ど うな る か

考 え る よ う指 示 す る。

Oで き るだ け児 童 同 士 の意 見 を 出す よ

うにす る・ 口

数 学的考 え方1 ・枠 が2行 に な っ て い る こ

とを利 用 す る と考 えや

す い こ とに 気 が付 い

て数 えて い る。

口

・枠 が2行 に な っ て い る こ と

に 着 目 す る と よ い こ と を ア

ドバ イ ス さ れ 、 数 え て い る 。

口

ま

と

め

15

分

・割 り 算 の 式 の 表 し 方 を 知 る
。

『10枚 の シ ー ル を2人 で 同 じ

数 ず つ 分 け る と1人 分 は5枚 に

な り ま す 。 こ れ を 式 で 表 す と 、

工0÷2=5と な り ま す 。』

・割 り 算 の 式 を 点 宇 表 記 で 書 く

4÷2=2に つ い て 点 字 で 表

記 す る 。

・6÷2 、12÷2に つ い て 答 え

を 出 し て 点 字 で 表 記 す る 。

・次 回 は 、 同 じ 数 ず っ3人 や4人

に 分 け る こ と を 知 り 学 習 の 見 通

し を も つ 。

Oま とめ を点 字 で 表 記 し た シ ー トを 渡

し読み 上 げ る よ う指示 す る。

0普 通 の 文 字 の 「÷ 」 の触 覚 教 材 も用

意 し触 って 確認 す る よ うにす る。

0点 字 タイ プ ラ イ タ ー を机 上 に 用 意 す

るよ う伝 え る。

O台 紙 の シ ー ル を適 宜 触 っ て考 え る よ

うに促 す 。

O学 習 した 点 字 用 紙 や 台 紙 は 、 フ ァ イ

リン グ をす るよ う指 示 す る・ 口

数 量 や 図 形 につ い て の知 識 ・理 解

・割 り算(等 分 除)の 意 味 と点 字 表 記 を理 解Lて い る。

口 口

数 量 や 図 形 に つ い て の表 現 ・処 理

・点 字 で 正 し く 式 を 表 記 す る こ と が で き る 。

口 口



2ろ う学 校

(D障 害に起因す る学習課題

小 ・中学部 にお け る聴 覚障害 教育 では 、聴 覚 的情報(保 有聴 力 を生 かす ため の補聴器 の装

用 、音 声 言 語)や 視 覚 的 情 報(手 話 、指 文 字 、文 字 カ ー ド、絵 カ ー ド、身 振 りな ど)等 、様 々

な手段 を活用 し、児 童 ・生徒 が着実 に伝 え合 う力 を身 に付 け るこ とが課題 であ る。

国語:聴 覚 を活用 して得 られ る情報 量 が少 ないた め、 日本語 の習 得 に時 間が かかっ た り、

習 得が 困難 だ った りす る場合 があ る。 ま た、児童 ・生 徒の 多様 化 に対応 す るた め、学年対応

だ けで な く、下学年 適用 の授 業 を行 うな どの工 夫 も必 要で あ る。 それ らを踏 ま えて、個 々 の

理 解の度 合 い に応 じて 、以下 の指導 事例 の よ うに、補 充的 な学習や発 展 的 な学習 を効果 的 に

取 り入れ て い くこ とが有 効で ある と考 えた。

O単 元名 「火 星 に生命 を さぐる」(小 学部6年:学 年対 応)

O評 価規準及び補充的な学習 ・発展的な学習の内容

国 語 へ の 関

心 ・意 欲 ・態度

火 星 に関す る

事 実や 筆者 の

考 え に対 し、

自分 の意見 を

もってい る。

話 す ・聞 く能力

友 達 の 意 見 や 考 え を

理 解 し 、 様 々 な コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 段

を 使 っ て 話 し 合 っ て

い る 。

書 く能 力

火 星に関す る事実や

筆者 の考 え、 自分や

友 達の考 えな どを新

聞にまとめている。

読む能力

事 実 を 読 み

取 り、的確 に

文 章 の 要 旨

を 理 解 し て

読ん でいる。

言 語 につ い て の

知識 ・理 解 ・技 能

文 中に出 てきた語句 を

理解 し、 その意味 を手

話等 で説 明 した り、 日

常生 活で使 用 した り し

てい る。

補 充i教 師 の 援 助 を 受

け な が ら 、 イ ン タ ー ネ ッ

トな ど で 、 火 星 に 対 す る

地 球 か ら の 探 査 に つ い

て 、 調 べ 、 ま と め る。

発 展iイ ン タ ー ネ ッ

ト、科学雑誌 、宇 宙図鑑

等 を使い、 自ら調 べ学習

を行 い、火星 についての

関心 を深 める。 教材:科

学雑誌 、宇宙図鑑

補充ii説 明文 の要 旨を十

分 に理 解 で きて いな い場合

は、アンダー ライ ン等 を引く

よ う指示 を受 けて、筆者 の考

えを確認 し、それに対す る、

自分 の意見 をまとめ る。

発展ii説 明文 を読み、内容

を理解 した児童は、ワー クシ
ー トを使 い、内容を整理 し、

筆 者 の意 見や 自分 の考 え を

ま とめる。疑問点はグループ

内で相談す る。

な

用

H
>

文

て
言

作

靴
榊
鋤
為
螺

乱
ゲ

定

意
単

つ

て
に
す

使

沫

舶
帽

網

働

嬬
鯛

勲

カた

語

行

し
を

反
色

言

し
出

を
返

句
や

て

・

儲
縞
勧
購
鴇

解

8
明

か
す

柵
蒔

餌へ
つ

す

れ

う

騨灘

前

語

個

、
文

。
詞

表

乱

糞

か
叩

以
騨
罰

本
謁
。譲

幅

課

・11

い

つ

使

・11

を

る

手

た

充

て

に

を

展

り

べ

を

し

補

つ
法

ド

発

作

調

葉

文

○ 単元名 「ガイ アの知性 」(中 学 部3年:中 学校2学 年 の教 材 を使 用す る下学年適 用)

○ 補充的な学習の内容

補充ii文 章読解 における言語指 導。文章理解 を深 めるため重要 なキー ワー ドを抽 出 し、その言葉 の

意味の理解を十分 に深 められ るように、図や 漫画で説明 した り、類似 語 との意味や使い方の違 い等 を

調べた りして、言葉 のカー ドをつ くる。

算数:聴 覚 に障害 があ る場合 、言語 や思 考力 の発達 の関係 か ら、抽象 的 な概 念 の形 成 に困

難 を伴 うこ とが 多い。 そのた め、体験 的 な活動 を積 極 的に敢 り入れ 、論 理的 な思考 力、 図表

等の表 現力 、数学 的 な問題 解決能 力 を付 け るこ とが課題 で あ る。 また 、下学 年適用 の児童 ・

生徒 につい ては 、以下 の指 導事例 の よ うに、現在 学習 してい る下学年 の内容 の確 実 な定着 を

図 る とともに、積極 的 に促進 的 な学習 を取 り入れ て 当該 学年 の学習 内容 に近 づけ てい くこ と

が有 効 で ある と考えた。

一11一



○ 単元名 「表 とグラフ」(小 学部6年:小 学校3学 年 の 教材 を使用 す る下学年適 用)

0評 価規 準及 び補充 的 な学習 ・促 進 的 な学 習の 内容

算 数 へ の関 心 ・

意欲 ・態 度

数学 的 な考 え方 数 量や 図形 にっ い 数 量や 図形 につ い て の

て の表 現 ・処理 知識 ・理 解

目的 をもって資料 資料 を整 理す る観 点 を

を集 め、それ を分 決 め、 それ に応 じた 、

類整 理 して、集 団 よ り簡 潔 ・明 瞭 な 分
の特徴や傾 向を考 類 ・整理 の方法 を考 え

察 しようとす る。 ることが"き る。

促進i交 通量 調査

の 目的 を 理 解 し、校

外 で実 際 に交通 量調

査 を行 い 、表や グラ

フ にま とめて考 察す

る。

補 充i資 料 の分

類 項 目を3つ 程 度

に し、サ ンプル 数

も10以 下の課 題

を設定す る。

表や グラ フを読ん だ 表 や グ ラ フのよみ 方や か

り書 いた りで き る。 き方 が分か る。また、「正」

また 、 目的 に応 じて の宇 を書 きなが ら資料 の

これ らを使い 分 け 整理 の しかたが分かる。

ことができる。

促進ii棒 グラ フを扱

った後 に、小 学校4学

年 で扱 う折れ 線 グラ フ

を学 習す る。 一次 元表

を扱 っ た後 に、二 次元

表 を学習す る。

促 進ii4学 年以

上 で学習 す る大 き

な数や概 数 の加減

を用 いて表や グラ

フをつ くる。

以 上の指 導事例 をも とに して、 さらに、国語 の研 究授 業 を行 い、単 元の始 め に学 習 に向 か

う土台作 りを行 う く補 充iv>と ともに、毎時 の指 導で 個々 の理解 度 に応 じた補 充 的な学 習 と

発 展 的な 学習 〈補 充i,ii><発 展iJi>を 取 り入れ て 、そ の有効性 の検 証 を行 っ た。

(2)研 究授 業 によ る検証

'唖 祁 .↑ 目乖 一」 奄,

1単 元名 物語 文 、伝 記 「作 品 と出会 う、作者 と出会 う」6年 上(15時 間)

2単 元設 定の理 由

在籍 す る6年 生8名 につ いて、 国語 科 では、学習 進度 や言 語力 の差 を考慮 し、三 つの グルー

プに分 け、指 導 を行 ってい る。本 グルー プは、当該学年 の 内容 を学習 して い るグル ー プで あ り、

学習意欲 が 高 く、活 発 に発 言す る様子 が見 られ る。 しか し、個 々 の読解 力や表 現力 には 開 きが

あ るため、視 覚教材 等 も活 用 しなが ら、 きめ細 か く丁寧 に学 習 を積 み重 ねて い く必要 が あ る。

また 、単元 の最終 目標 であ る読 書活動 への 関心 を高 めて い きたい。

本 単元で は、 「作 品 と出会 う、作者 と出会 う」 ことを 目的 に、宮 沢賢 治の物語 「や ま な し」

と宮 沢賢治 の伝 記 「イーハ トー ヴの夢 」 の二作 品が、読 むた めの教 材 として 取 り上 げ られ て い

る。 掲 載順 では 「や ま な し」 か らであ るが、 「や まな し」は 宮沢 賢治 の独 特 な表 現や 比喩 表現

が駆使 され た、象徴 的 で味わ い深 い作 品で あ る。言 葉の響 きな どを味 わ うこ とな ど、ろ う学校

の児童 に とって 、最 初 か ら作 品や 作者 に興 味 をもつ こ とはやや むず か しい と考 え、 まず は伝記

「イ ーハ トー ヴの夢 」の中か ら宮 沢賢治 にまつ わ るエ ピソー ドや 賢治 の理想郷 「イ ーハ トー ヴ」

で展 開 され る奇想天 外 な世 界観 が描 かれ る作品 の数 々、ユ ニー クな 主人公達 を中心 に取 り上 げ 、

興 味 を もたせ るこ とを考 えた。 この伝 記 をき っかけに他 の作家 や作 品 を調 べ る活 動 を行 い、そ

の成 果 を 「展 示 コー ナー 」 に展示 し、発表す る。 また、本 に興 味 を もたせ 、読書活 動 につ なが

るき っか けに したい。 後 半 は 「や ま な しゴ を取 り上 げ、 賢治 の人 間性 と作品 の関連 性 を考 えな

が ら、児 童 が作 品を深 く味わ いなが ら読む ことが で きる よ うに したい。
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聴覚に障笛のある児童は学年が土がるにつれ、ほ常磁活で使 う霞葉のみでは、糊鰭熔単習する

欝i離癒狸解す ことが圏難になる傾 があ6.

轍

俘翻のもウ羅想や胸もしろさを共智愛る滝

上げ、離書灘勲につなげるようにしたいボ

喪あ 覆～ そ の た.め、 賢Ψ台力違生 琶た ロ毒代 や理 想 を知 り、

関遡}するイ舶晶や言華も覇農農的な学習 として積極 〕敦'り

3単 元 の 目標

○ 宮沢 賢治 に関す るエ ピソー ドやユ ニー クな作 品 を知 る。

○ さま ざまな作 家 とその 作品 に関心 を もち、読 書への意欲 を もつ。

O「 作 家 と作 品」展 示 コー一ナ ー の展 示物 を作成 した り、児 童問で紹 介 し合い なが ら作家や

作 品 の魅力 を伝 え合 う。

4児 童の実態 _叢 繍融 灘 鱗欝の耀る艦 罪3蝋纒鞍ミ購 繍 鑛羅
児童 国 語 へ の 関 心 話 す ・聞 く

・意 欲 ・態 度 能 力

書 く能力 読む能力 言語 に つ い て の

知 識 ・理 解 ・技 能

A

小学部6年

感音性難聴

発 想 が 豊 か で 教 師 、 友 達 の

自分 の 考 え や 説 明 や 受 け 答

思 っ た こ と を え は 意 欲 的 で

積 極 的 に 発 言 あ る 。 自 分 の

する、 意 見 や 考 え を

ま と め て 話 す

こ と が 課 題 で

ある。

短 い一文 で&九 話 し言葉は比較

的明瞭である.

話 幽 マ 昔蓑

甑 鉱 蕊逸
磁 晒」乱葺

蹴 、毒 占 曳

繍 託ム 乱民

旦』繊 敦恋 ゑ。.

書 き た い こ と

を中 心 に据 え

て 書 く こ とを

練習している。

包毘麗ユゑ 三瓢 駄 ≦良禽£畿

駄 て」豊い瓦り.

乱 蕊 丈ゑ三

,誌」膿 底工

臨

B

小学部6年

感音性難聴

物 語 や 説 明 文 自分 の 考 え を

の 内 容 に 関 す 積 極 的 に 発 言

る知 識 欲 が 旺 す る 。 周 りの

盛である。 友 達 を 意 識 し

て 、 話 す こ と

が課題である。

本 が 好 き で 読

解 力 が あ る 。

要 点 や 指 示 語

の 指 す 箇 所 な

ど 的 確 に 把 握

できる。

本や新聞 をよく

読んでい るので

慣用句や 日常使

わない 言菓 も良

く理解 できてい

る。

焦よ菱」こつ、こ

誠 幅無起盛

瓢 詫.滋映義

親↓島翻 ふ よ

嵐 義蕊瀧

瓢

C

小学部6年

感音性難聴

物 語 が 好 き で

登 場 人 物 に な

り き っ て 表 現

し た り、 主 人

公 の 気 持 ち に

な っ て 考 え る

ことができ る。

相手 を意 識 し

な が ら話す こ

とが で き る。

発言 も多 い 。

伽 ↓忌

積 極 的 に意 欲

をもって書く。

話 し言葉 で 書

くことが多く、

滋 嘉 ゑa置

駆 ム嵐 よ.禽

鋸

お お まか に 内

容 を読 み 取 る

ことができる。

ま遺蕊 義 を

学んだ 言菓や木

で知 った言 葉を

積極的 に使 お う

とうす る。

繊 瓢～a珀識

鰍 』忌一蕊証 乱丸,£」獺 混甑 臨
一 正3一



聴覚に離害のあ

と力弐大きゴな謀題 と

った環境を論み敢

めた 夢、諾し含り海 噴愛1聾溝蜘 を般

な資料や写真な ど、規覚繭獄携報を活用し

に,個 々の理解の度含いに継 接穐牽習を行

斌 児騒⑳理解力や褒励 受に灘 聯て補兜的

神蝋 占電漕を隠為鋤と淋大切響拙贔.

麟鷺 繍織翫 襯 的な糟 薦 灘 額麟 脚 ・
蕎児鷺 の国語揃導においでは、照確 に離み解 く力 書 き識す こ とカ を育て るこ

な・駄 そのた め、兜鼠 が伶晶に興味をもち、賢治の生 き把 蜘鰻鱒 時代背蟻、育

鄭馨が1う,正 しい 悶本藷を使い、多様fsenミza#ケ ー シvaン 箏段 を用いてま と

定す る, その

知識

う時間

な内窟

らい盤灘威

諮い⑳撫兜

設げ ウ騨

灘展的な内

するために、文章に倉わせて様 々

紬な蝋轡を行った り、展開⑳最復

タウー ト導で 眠標の漣戒麓轡鞭鷲

鍵壷扱ウた りしながら、欝難力⑳

5単 元の観点別評価規準

韓

国 語 へ の

関 心 ・意 欲 ・態 度

様 々な作家 とその

作 品 に 興 味 を も

ち、すすんで読書

し よ う と して い

る、

総 囎 譲 親準

話す ・聞く能 力

自分 の 考 え を も ち 、

i多様 な コ ミ ュ ニ ケ

ー一シ ョ ン(手 話
、

身 振 り 等)を 使 っ

て 相 手 に 分 か る よ

う に 話 し た り 、 友

達 と 意 見 の 交 換 を

し た り して い る 。

書 く能力

「作 家 と 作 晶 コ ・一

ナ ー1に 展 示 す る

作 品 を 、 相 手 に 分

か る よ う に 、 正 し

い 文 法 を 使 い 、 文

章 に ま と め て い る 。

読む能力

・作 品 の 情 景 を叙

述 に即 して 予話

等 で表 現 し、想

像 しな が ら読 ん

でい る。

・書 かれ た 内容 に

つ い て 自分 の 考

え を もち なが ら

読んでい る。

言語 についての

知識 ・理解 ・技能

翻鷺纏難膿 繍慰魏勲盤 鍵誌

　
、煎

・新 出漠 字 を正 し

く読 み 書 き が で

き る。

・単 元 を通 して 理

解 した 言 葉 を的

確 に 説 明 した り

手 話 で 表 現 した

りしている。

モいま　
鞭馨

観点別評摘規準を基に、より学轡を深められる児童には、羅展的な栄習内容を用意 しておく.

興体的 にほ.雛 展的な饒み書 きのワー クシー トや、 自主的訟読書活動 にっなげていけるよ うな関

遡の塞や調戚購習鯛あげ られ 為。また、補充 的な学習が必 要な据童には、個 々の実態や これまで 華

の聯留 あ絡浬 融考 慮 しなが ら、 ワー クシー ト等 を用 いて既 習の 内容 を再確認 した り、蘭漣す る知
ドナ らり

識や麟紫を諏 り生げたりして,ね らいとする力の定着を図る.一
6指 導と評価の計画

次

1

寺日

1

2

学習活動
・宮 沢 賢 治 に つ い て 、 資 料 を 基

に 、 知 っ て い る こ と を 交 え て

話 し合 う。

支援 の方法

0読 解 して い くた め の 予 備 知 識

と して の 写 真 等 の 隔 覚 教材 や

関連 す る1青報 を用 意 してお く。

鐙総
評価規準 と評価の方法

宮 沢 賢 冶 に ゆ い て興 隷 ・関心 を も ち.調 べ

た こ と無 を槙 極 的 嵐擁 露 してい る,

(臨 へ醐%欝 轄 度)

発雷⑳撮子や態凝融撰蟻}こより評価

補 充 的 な 学 習{補 充IV>賢 冶 の 作 品(絵 本 、 文 庫 本)、 賢 治 の 生 き た 時 代 の 年 表 を 資 料 と して

用 意 し 、 児 承 の 発 言 か ら理 解 の 度 合 い や 知 識 を把 提 し、 そ れ に 応 じて 謂 い や 予 備 知 識 を指 導 す る 。

・新 出 漢 字 、 難 解 語 句 、 時 代 背

景 な どの予備 知 識 を学 習す る.

・新 出漢 学 を使 った 熟語 を用 い

た例 文づ く り〔

O辞 書 で 調 ぺ る よ うア ドバ イ ス

した り、 相 手 に 分 か りや す く

伝 え る た め に 指文 宇 で 助 詞 を

人 れ る指 導 を行 っ た りす る。

新 漠宰を正し

備 」語 降噂

欝 毒独

い饗

聾 ノ

く欝い て い 鵡

噸 ㌔'

鎌 噂

榊'トか

・耀 解 ・技

嚇 導価

翻

補 充 的 な学 習(補 充Ill>新 出 漢 字 の 書 き 取 り を 家 庭 学 習 と して 練 習 す る 。

14一



・視 覚 教 材 等 か ら得 た 、 当 時 の 相手 皆 慧識 して 誰 し、詣 暫に 注 睡して 聞い

事 柄 や 時 代 背 景 を ま と め 、お てい乱 儲 す'曝 簡力}
'

互 い に 話 し合 う。 雛雷の様早によ㊨評価

3 ・自臼尺 賢 冶 に つ い て イ ン タ ー ネ O知 った こ とや 本 時 の習 っ た 内 翻 疎 撫 鴬 簾 を鵬 い,
卍

文を書いたぢ ㌔ 単話野

～ ノ ト等 で 調 べ 、 ワ ー ク シ ー ト 容.語 句 を ワ ー一ク シ ー トを 用 嚢した励してい乱

5 に ま と め る。 い 、 確 認 を す る 。 傭鰍の いて鱒簿識哩 解舷 ㈱
/

ワー クシー ト、 発書 か ら詳価

7

補 充 的 な 学 習 〈補 充1>ワ ー ク シ ー トを ま と め る こ とか 困 難 な 児 童 は 、富 沢 賢 治 の 作 品(絵 本)

1

を 用 意 し 、 「補 充 的 な ワ ー ク シ ー ト」 に 取 り 組 む 。
L 」

II

F

発 展 的 な 学 習 〈発 展ll>ワ ー ク シ ・一 トに 児 童 が 記 蔵 した 内 容 か ら 、 お お む ね 満 足 と判 断 で き る

■

児 童 は 、 賢 治 の エ ピ ソ ー ドを ま と め た 資 料 を 用 意 し 、 賢 冶 の 人 柄 に つ い て ま と め る 「発 展 的 な ワ ー

ク シ ー ト」 に 取 り 組 む 。
㌧ 画

2 6 1イ ー ハ トー ブ の 夢 」 O時 代 背 景 に つ い て 、 当 時 の 様 賢 輸 につ い て 興 味や 関'磁 沌,も 、藤 ¢紀 こ

7 ・第 一 段 落 か ら第 五 段 落 ま で 読 子 や 災害 な どに 関 す る 資 料 等 とや疑 擬}こ思 ゆた こ と 鞍灘留 して い 愚
' 肉

'

み 、宮 沢 賢 冶 の 生 ま れ た 頃 か を 交 え て い く 。 (繍 への蹴 ザ 欲懲 脚 "

ら子 ど も 時代 の 楳 子 や 、 当時 O相 手 に分 か りやす く伝 え るた 聾雷の様帯や態皮で鐸佃 1' チ

の時代 背景 につ い て卸 る. め の正 しい 手話 を使 う よ う指 相 翠 籟灘 識 して 語 した り、
、

譜者に灘網いご
'賢 冶 の他 の作 品 に触 れ

、理 解 導 す る 。 い る画 儲す'懸 卿
'

「

㍉u

を傑 め る。 O音 読の様子や手話表現を確認 蓋いの毘い燕を記入す為棚宜評価庸鰍 ド

・第 六段 落 か ら第 十 段 落 ま で を し、 内容 や 意 味 を き ち ん と理 質 料 塘 どを毒 身 に しな が ら.イ メー が して'

読み 、 賢治 の 農 学 校 教 師 時 代 解 して い る か確 認 しな が ら指 議 ん でい る.(軸 能 ソ」)
」

の様子 を知 る。 導 す る 。 帝読の樺子や態慶により評価

F

補 充 的 な 学 習 く補 充li>学 習 の ポ イ ン トを 確 認 し 、 理 解 が 進 ん で い な い 児 重 に は 、 キ ー ワー ド

1

を 示 し た ワ ー ク シ ー ト を 用 い 、 再 確 認 す る 。
L lI〔
「

発 展 的 な 学 習{発 展1>文 章 中 紹 介 され た 誹 や 作 品 か ら 、 児 童 の 興 味 ・関 心 に 応 じて 作 品 を ピ

ノ クア ッ プ し 、 課 題 図 書 と して 提 示 づ る 。 読 ん だ 本 は 読 書 カ ー トに 記 録 し て い く よ う 、指 示 す る 。

L

8 ・第 十 一 か ら ト六 段 落 を 読 み 、 ○ 読 解 して い くた め の 予備 知 識 辮蟹腎涜講購窃調 襲解 している.

9 賢治 の作 品 の 発 想 の お も しろ とな る写真 等 の視 覚 教材 を提
鳳

微 蝕能力》 、

さ を 知 る。 示 す る 。 嬉黛編 殴 幅 讐鑑人鱒 聯勧 融 のF鳶 ㍉

・成 人 聴 覚 障 害 者 に よる1や よ 糊
卍

瀞で翻灘.
F

:

な し」 の手 話 の 読 み 聞 かせ を
「 「

補 充 的 な 学 習 く補 充li>絵 を 描 く こ と が 困 難 な 児 童 に は 、 教 科 書

鑑 斑 す る。 に 紹 介 さ れ て い る 作 品 の 舞 台 の 写 真 や 絵 本 を提 示 して 、 絵 を 描 け る

・ワ ー ク シ ー トに そ れ ぞ れ の 作 kう に す る 。
L'

品 の主 人公 や 舞 台 を ま とめ る。
1

「 、

・第 十 一 か ら十 六 段 落 ま で 出 て 発 展 的 か 学 習 〈発 展II>児 電 の 絵 か ら 、 さ ら に 教 科 書 に 紹 介 さ れ

き た 主人 公 や 舞 台 を絵 に して
て い る 以 外 の 作 品 に つ い て の 資 料 を 示 し 、 そ の 舞 台 や 内 容 に つ い て

調 へ る よ う 働 き か け る 。
ワ ー ク シ ー トの 剃 料 と す る 。

10 繊齢燃 段薄癒麟み,F孝搬繋・輩 0児 童 の ユ ニー ク な発 想 を で き 期噛 で購習o撫 賢榔 鵬 贔鯉 購1蔦 な

本 総 磯鱒 夢》地図を伶:鵜響 るだ け取 り上 げ る よ うにす る。 淋ら鞍繊 的 にバ ノ ㌘幣 地麹贈墜に謬加しで

時 饗鞭鞠 一樋確 と嚇 黛 い鶴 個 諮への闘心 ・憲款 ・態 度)
鴇 解`'

瀞蕾の鰹 監ゆ轄 蜘幅輪i,
15 「

発 展 的 な 学 習 く発 展1>図 書 室 を 活 用 し、 賢 治 の 作 品 で 読 ん で み た い 木 を 各 自 が 探 し、 読 書 活

動 を 行 う。7時 聞 口 か らの 継 続 で 、 す で に 読 み 終 わ っ て い る 児 童 は 、 感 想 文 に 取 り組 む 。 読 ん だ 木

は 、 題 名 等 を 読 甫 カ ー ドに 記 録 して い く 。 感 想 文 は 令 員 の も の を 廊 下 に 掲 示 し、 優 秀 な も の は コ ン

クールする応募にすることを伝える.L」
lll
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7本 時 の 指 導(AO/15時 間)

(1)本 時 の ね ら い

0イ ー ハ トー ヴ で 展 開 され る ユ ニ ー ク な物 語 の 数 々 や 賢 治 の発 想 に 興 味 ・関 心 を も つ 。

O教 師 の説 明や 友 達 の 意 見 を踏 ま え な が ら、 自分 の 考 え を積 極 的 に発 菖 す る。

○ 教 科 書 の挿 絵 や 自分 達 で イ メー ジ して 描 い た 作 品 を一 つ のパ ノ ラ マ 地 図 に ま と め る。

② 個 別 目 標

A児 ・イ ー ハ トー ヴ のパ ノ ラ マ 地図 を ま とめ 、 作 品 や 作 者 に 興 味 を もつ 。

・学 習 した 内 容 を相 手 に伝 わ る文 章 で ワー ク シー トに ま とめ る。

B児 ・賢 治 の 発 想 や 作 品 に 注 目 し、自分 の感 想 や 意 見 を 聞 き 手 に分 か りや す く発 表す る。

・簡 潔 且 っ 」1こ確 に学 習 した 内容 を ワー ク シー トに ま とめ る。

C児 ・賢 治 の ユ ニ ー ク な発 想 や 作 品 に 興 味 を もち 、 気 付 い た こ とや 感 想 を積 極 的 に 発 言

す る。

・本 文 か ら語 句 を 抜 き 出 し、 書 き 言 葉 を 意 識 しな が ら 、 ワー ク シー トに よ とめ る。

(3)本 時 の 展 開(別 紙P,】7)

(3)ま とめ

ろ う学校 で は、 どの 単 元、 どの科 目におい て も、そ こで 出 て くる語句 や そ の用 法 を確 実に

定着 させ るた めの指 導 が必 要で あ る。 「日常生 活 に反映 で き るよ うな 言語 の 定着 」、 「抽 象 的

言語 を理解 し 日記 や作 文 な どで 活用 で きる よ うにす る」、 「新 聞や 文学 作 品 な どを 自分 で読

め るよ うにす る」 な ど、 児童 ・生徒 に よって 目標 は異 な る。 学 習 グル ー プ内で も、 児童 ・生

徒 の実態 が様 々で あ るため 、 ・斉授 業 の うち、課題 を終 えて しまい待 ち時 間 がで きて しま う

児 童 ・生徒 や 、逆 に授業 の流れ につ い てい けない児 竜 ・生徒 が出て きて しまい が ちであ る。

その よ うな場 合は 、個別 に対応 で き るよ う、 的確 に学 習状 況 を評価 し、理解 度 に応 じて補 充

的、発 展的 内容 の ワー クシー トや調 べ学 習 の課題 、 ドリル 学習 な どを行 う必 要 が あ る。

また 、文 章 の内容 を読解 す る際 に も、その 内容 につ いて 予備 知識 のあ る児 童 ・生 徒 とそ う

でない児童 ・生徒 が グル … プ内に混在 してい る。 そ の よ うな揚合 に は、補 充的 な学習 と して

教科 書中の写真 な どだ けで は一1-一分 説 明 できな い部分 につ いての 資料 を提 示 した り、 発展 的 な

学習 と して図書館 を活 用 して 自 ら資料 を調べ る学習 を設 定 した り、す る必要 が あ る。

課題 別 に学 習 した内容 につ いて は、個人 の習 得 に とどま らず 、一 斉授 業 時の際 に 、発 表 し

合 った り、意 見交換 を した り、ま とめの新 聞を作成 す るな ど複数 で活動 す る場 を設 け るな ど、

学 習内容 を共有 し、相 互評価 で きる よ うな環境 を つ くるこ とで 、 自分 の考 え をま とめて相手

に伝 え る力 を高 め る こ とがで きる。

また、学習 が遅れ る ことが予想 され る児 竜 ・生 徒 に、補 充的 な学習 と して個別 指導 を行 い、

済 授 業 にス ムー ズに参加 させ るこ とも重 要 であ る。授 業 中 に発 言 しや す くな るな ど安 心 し

て授 業 に臨む こ とがで き、児童 ・生徒 の 自信 に もつ なが る。

さ らに、下学 年適 用 の場合 には、他 の単 元 で以前 に学 ん だ ものを活用 した り、 生活年 齢 を

考慮 した 内容 に した りす る な ど促 進 的 な学 習 を工夫 したい。 また 、学習 内容 が実 生活 に効 率

的 に活かせ るよ う学習 内容 を精選す る ことも必 要で あ る。

この よ うに 、個 々の実態 に応 じて 、児 童 ・生徒 同 トの コ ミュニケ ・一シ ョンを大 切に した

授 業展 開 が望 まれ る。 また、学習 の 定着 のた めの ドリル 等 を用 いた反復 学習 も必 要で あ る.

一]6一



ー

罵

(3}本 時 の 展開

(教 師 の評価 よ くでき た:Aで きた:B工 夫 を要 す る=C)(児 童 評価:十 分満 足:Aお おむ ね満 足:B努 力 を要す る:C)

学 習 内 容 教 自市 の 支 援
個 別 の 学 習 目 標 一評 価

A児1B児 【C児
導入

(5分)

・「イ ー ハ トー ヴ」 は 賢 治 が 岩

手 県 か ら想 像 した理 想 郷 で 、
り

賢 治 の様 々 な物 語 の 舞 台 に な

っ て い る こ と を確認 す る。

。憲
、ト謂 讐 論 蜥 口

「セ ロ弾 き の ゴ ー シ ュ 」 の 絵 カ ー ドを 示 す.

11国 語 へ の 関心 ・意 欲 ・態度 ・教師 に視線 を向け、話 や 問い かけ に対 して答 え よ うとす る。

口 口 口

展 開

(35分)

・第 十七 段 落 を 読み 、 内 容 を理

解 す る.

・「イ ーハ トー ヴ 」で 起 きる

様 々 な 物 語の 舞 台 をパ ノ ラマ

地 図 に ま と め る。

・ワー ク シー トに ま とめ る。

〈 率甫 充i>一 ウ

〈 発 展ii>→

O「 そんな数々の物語」から賢治の物語を思い

出させ る.口

O音 読す る際、児童 の様 子 を把握 し、必 要 に

応 ・て音量や正 ・・手話を指導す ・・ 口

O児 童の 発 表の 仕 方や 要 旨 をま とめ る こ とにっ

い てア ドバ イ ス した り、相 手に わ か りや す く

伝・・ため・撤 字・・助詞・使・ 口

方等 を指導 した りす る、

O難 語句 や 意 味 が 分 か りに く い部 分 は 視 覚教

獄 轡 動 入れながら漕 口
O教 科 書 の 絵や 児 童 の 作品 を取 り上 げな が ら

賢 治 の 発 想 の ユ ニ ー ク さや 「イ ー ハ トー ヴ

のパ ノラマ地剛 こ興味 をもたせ る・口

Oワ ー ク シー トの 配 布 し、 内容や 語 句の 理解 の

叢 鰍1個 に々応倣 援や □

1国 語へ の 関心 ・意 欲 ・態 度 ・Irイ ーハ トー ヴの パ ノラマ地 図」作 り`・難 をもち、 積極 的 に発 言す る。

■ 口口
1読 む能力1
'指 示 棒 の指 され た 箇所 を適 当 な

音量で読む・口

・意 味 をっ か み 、指 され た箇 所 を

適当な音量で紘 口

一 一 一

・意 味を つか み、で き る とこ ろは

手話をつけ・紘 ■

1話す ・聞 く能 力 卜 話 を聞 くときは話者 に視 線 を向 ける こ とがで き る。

・質 問の 内容 を理解 し、 自分 の 考 え

を簡 潔に ま とめて話そ うとす る。

口

口 ■
・正 しい 目本 語 を使 い 、相 手 を意 識

し て手 話 を つ け な 瀞 ら 自分 の考 え

を発言することがで甑 口

占 昌 一

口
・相 手 を意 識 し、 文 法 に気 を っ けな が

ら 自分 の 考 え を分 か りや す く発 言 す

ることができる・ 口

1言 語 につ い て の知 識 ・理 解 ・技能1
・文 章 か ら内容 を理 解す る こ とが

で き る。

口
・ワー ク シー トの 問 い を理 解 し、

正 確 に描 き込 む こ とが で き る。

口

・や り と りや規 覚 教 拭 を参 考 に 内 容

を理解 す る こ とが で き る。

口
・ワー ク シー トの 問 い を理 解 し、

正 確 に描 き込 む こ とが で き る。

口

・や りと りや 視 覚 教材 を参 考 に

内容 を 大 まか に 理解 す る こ とが

できるα 口

・ワー ク シ ー トの 問い を 理解 し、

的確 な答 えを 書 き込 む こ とが で

きる.口

1書 く能力1
・問 われ てい る箇 所 を簡 潔 に ま とめ

て書 く こ とボ で き る。

口

・本 文 か ら語 句 を 抜 き 出 し、 書 き言

葉 で書 く こ と坦 で き る。

■
糟 欝課 繍 繋3鯵嬬 器 　嚇

・本 文 か ら語 句 を抜 き 出 し、 ほ ぼ

正 しく書 き込 む こ とが で きる。

口ll
ρ

閣

発 展 的 な 学 習{尭 展ii)パ ノ ラマ 地 図 に 載 せ た 物 語 が 生 ま れ た 背 景 に つ い て 、

に つ い て 、 教 科 書 か ら 関 連 す る 部 分 を 読み 取 る ワー ク シー トに取 り組 む .
噛

ま とめ

(5分)

・次 回 の 学 習 内容 を知 る 、 O次 回の 「や まな し」 の登 場人 物 の会 話の さわ

・を聞紺 揚・・期髄 ・・たせ・・口

1国語 一 の関心 ・意 欲 ・澱 」囎 導者 に視 練 を向 け、次 の場 面 を思い 浮か べ な が ら話 や 問い かけ に対 して翫 る。

口 口口



3肢 体不 自由養 護学 校

(D障 害 に起因 す る学 習課題

肢 体不 自由教 育 では、児童 ・生徒 の身体 的な動 きの状 態や 生活経験 の程 度等 を考慮 して、

指 導内容 を適 切 に精 選す る とともに 、重点 の置 き方や指 導 の順 序 を工夫す る ことが課題 で あ

る。

よ り豊 か な社 会生 活 を営む ため には、 主体的 に判 断 し行動 で きる よ うに な るためのカや他

者 との コ ミュニ ケー シ ョンカ をつ け るこ とが重 点課題 とな る。 身 体の動 きや コ ミュニ ケー シ

ョン等 に関す る内容 の指 導 に当た っては 、各教科 指導 の 中で も、 自立活動 にお ける指導 との

密 接 な関連 を保 つ よ うにす る ことも課 題 であ る。

具体 的な学 習場 面の 中で は、

ア 日常的 な経験 不足 を補 う学 習 を大切 にす る。 …幼 少期 に病院 で過 ご した り、家庭 内で過

ご した りす るこ とが多 いた め、社 会的 生括経 験 が少 な く、受 け身 の生活 に な りがちで あ る。

そ のた め、実 際 に具体 物 を操 作す る場 面 を多 く取 り入れ 、理解 を深 めて い く必 要が あ る。

また、集 団の 中で社会 性 を育て てい くことが課題 であ る。

イ 学 習意欲 を向上 させ る。 …筆記 が困難 な児 童 ・生徒 には、 口述筆記 やパ ソコ ンな どを利

用 した り、大 きいマ ス 目の原 稿用 紙の使 用や 計算 問題の解 答欄 を大 き く した り、握 りやす

いペ ンの よ うな 自助 具 を工夫 す るな ど、個 々の児童 ・生 徒の 実態 に応 じて配慮 し、動 作 に

時 間がか か って も、児 童 ・生徒 の意欲 が持続 で きる よ うにす る こ とが課 題 で あ る。言語 が

不 明瞭 な児 童 ・生徒 には、 早 くか ら文 字盤 や トー キ ングエイ ドの活用 な ど自立活動 の時 間

と連動 して指導 を行 うこ とが課題 で あ る。

ウ 確 か な基礎 学 力 を向上 させ る。 …縦割 りで他 学年 が混在 す る課 題別 学習 グル ープ を編 成

してい るが、通 常 の小 学校 よ り転 入学 す る児 童 ・生 徒が 多い ため 、学習進 度や 教科 に よる

学力 の幅や 偏 りが見 られ、確 か な学力 を身 に付 けるた めの グル ー プ編成 に工夫 を要す る。

経験 不足 を補 った り、学習意 欲 を向上 させた りす る よ うな、補 充的 な学習 、発展 的 な学習

を取 り入れ て児童 ・生 徒が 目標 を達成 で きる よ うにす る こ とが課題 で ある。

算数:上 記 の ア～ ウの課題 を解決 す るた めに、下学 年適用 の グル ー プの指 導 におい て、分

か りやす い 手だ てで十分 に実 体験 を積 ませ 、積極 的 に当該 学年 の学習 内容 に近づ け る学 習 を

取 り入れ た 、次 の よ うな指導 が有効 で あ ると

考 えた。

○ 単元名 「水 か さ」(小 学部5年:小 学部

3学 年 の教材 を使用 す る下学年 適用)

O評 価 規 準及 び補 充的 ・促進 的 な学習 の 内容

補 充i実 体 験

を 十 分 行 う こ と

で 、 概 念 の 定 着

を 図 る 。(目 盛 り

を 大 き く 、 取 っ

手 を 太 く し た カ

ッ プ を 用 い る 。)

算 数 へ の 関 心 ・

意 欲 ・態 度

か さの単位 に関

心を もち、実際

に 自らか さを量

って調 べ ようと

している。

数学的な考え方

・実 際 に 量 りな が ら か さ の 考 え

方 を 知 り 、 多 い ・少 な い だ け

で な く 、 定 量 的 に 量 る こ と の

よ さ に 気 付 い て い る 。

・分 数 概 念 の 導 入 と し て 何 を1

(基 準)と す る か 考 え て い る。

数量や 図形にっ
いての表現処理

加減乗 除を利 用

して、か さの計

算、文章題 を求

めている。

数量や 図形 についての

知識 ・理解
・ 「か さ 」 の 単 位 の 表 現 方 法 を

理 解 し て い る 。

・11(リ ッ トノレ)=IGOOml(ミ リ

リ ッ トノレ)、11(リ ッ トノレ)

=10dl(デ シ リ ッ トル)な ど

を 理 解 し て い る 。

促 進ii紙 の大 きさの対比で量 を平面に表現 し、1の 基準の理解 を促す。(割 合の基礎)
-18一



国 語:経 験 不 足 か ら く る つ ま ず き を補 い 、 交 流 等 を 通 して

興 味 ・関 心 の 幅 を 広 げ る学 習 を 取 り入 れ た 、 次 の よ うな 指 導 補 充ii具 体 物 を 提 示 し

が 有 効 で あ る と考 え た 。 な が ら季 語 集 め をす る。

O単 元 名 「俳 句 の 世 界 」(中 学 部3年:学 年 対 応)

O評 価 規 準 及 び 補 充 的 な 学 習 の 内容 ・発 展 的 な 学 習 の 内 容

国語への 言語 についての

関心 ・意欲 ・態度 知識 ・理解 ・技能

俳 句の リズムに親 ・友 達 の俳 句 を聞い 考 えた俳句 を短 冊 俳 句の リズムを ・言葉の意味 を辞

しみ、楽 しんで俳 て感 想 を伝 えてい に書いた り、パ ソ つかみ、例示 さ 書 で調 べて理解
句 を 創 作 して い る。 コンで文章表現 し れ た句 を理解 し してい る。
る。 ・友 達 に分 か りや す た りしてい る。 なが ら音読 して ・季語 や切れ字 に

く発衰 している。 いる。 つ いて理解 して

い る。

発展i地 域 の 中学

校 との 交流 会 で俳 句

会 を行 う。

(総合的な学習の時間)

発 展i自 分 が住

み や す い社 会 にっ

いて ミニ討 論 会 を

企画 し、行 う。

O単 元名 「『心のバ リア フ リー』(乙 武洋 匡)意 見文 を書 こ う」(中 学 部2年:学 年 対応)

O評 価 規 準及 び補充 的 な学習 の 内容 ・発 展的 な学習 の 内容

国 語 へ の 関 話す ・聞 く能力 書 く能力 読む能力 言 語 に つ い て の
心慮 欲態 度 知 識 ・理 解 ・技 能

集 中 し て 参 ・作者 の考 えに対 して感 じ ・作 者 の 考 え を ・書 か れ て い る ・言葉 の意味を辞

加 し、意欲的 た こ とやそ の理 由 を具 も と に 、 自分 事 柄 を 意 識 書 で調べ て理解
に 自 分 の 意 体的に発表 している。 の考え をま と し 、 理 解 し な して い る 。

見 や 疑 問 に ・友達の考え を聞いて 自分 め文章表現 し が ら音読 して ・調べた言葉を使

思 う こ と 等 の意 見を整理 してい る。 て い る 。 い る 。 って短文 を作 る
を 伝 え よ う ・自 分 の 立 揚 で 考 え

、問 題 ・短 冊 に 書 い た ・作 者 の 考 え と ことができてい
と し て い る。 を整 理 して論 理 的 に説 り 、 パ ソ コ ン 具体的な事例 る 。

明 して い る 。 で文章表現 し を 区別 して読

た り し て い み 取 っ て い

N る 。 る 。
'＼

/冨 充il校 外学習を実施
し、網 融 学習の時間途 ＼ _ノ ＼ 、

発 展i 「五体不満足」全編 を読
通 バ リ ア フ リー に つ い て 調 べ よ う」 の 単 元 と 関 連 させ 、

んで作者 の考えをよ り理解す る。
駅を利用 して、経験不足 を補 う。 、 ノ＼_ノ

(2)ま とめ

補 充的 な学習 と して、操作 しやす い教材 ・教具 を工 夫 し、 自ら実験 ・計測 す る体 験 を もた

せ た り、様 々 な実地体験 を増や す ため に校 外学習 を実施 した りす る こ とを通 して 、学習 内容

の確 実な定着 を図 るこ とが大切 で あ る。 また、発展 的 な学習 と して情報機器 を活用 した調 べ

学 習 を行 った り、話 し合 い活動 を取 り入 れ た りして、考 え るカ 、 コ ミュニケー シ ョンのカ を

伸 ばす ことも大 切 であ る。 身体 の動 きの困難 さか ら、一つ 一つ の動作 に時 間が かか る等 、 学

習 時間 が制 限 され る ことか ら、学 習 内容 を精選 し、家庭 学習 と連携 した効果 的 な指 導 を行 っ

た り、総合 的 な学習 の時聞 との 関連 を図 った りす るこ とが有 効で あ る。
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4情 緒障 害 ・言語 障害通級指 導学級

(1)障 害 に起 因す る学習課題

通級指 導学 級 は、障害 に応 じた特別 な指 導(い わ ゆ る自立活動 と各教 科 の補充指 導)を 行

ってい る。 情 緒障 害通級指 導学級 には 、注意集 中の 困難 さ、行 動 の コ ン トロール の難 しさ、

社 会性 のつ まず き等の特性 が あ る、LD、ADHD、 高機 能 自閉症 等 、軽度 の発 達障害 の児

童 が通級 してい る。そ のた め、基 本 的 な学習態 勢づ く り、 ソー シ ャル ス キル の獲得 、個 々の

認 知特性 に応 じた学習 の仕方 を身 に付 ける こ とな どの学習課 題 があ る。

言語 障害 通級指 導学級 に は、構 音 障害 、吃音 、言語発 達遅 滞 を主 た る障害 と した児童 が 通

級 して い る。 そ のた め、構 音 の改善 、言語 の 流ち ょ う性 の 改善 、言語発 達 の促 進 な どの学 習

課題が あ る。

それ ぞれ の教 育的ニ ーズ に応 じて、 専門性 を生 か した指 導 を行 ってい るが、 自信 や意 欲 の

回復、 ソー シャル スキル の獲得 な どが共 通 した課題 と して存 在す る。

また 、多 くの児童 ・生徒 が学習 上の 困難 を抱 えて いる。限 られ た通級指導 の時 間の 中で は、

心身 の障害 の状態 を改 善 ・克服 す る こ とが通級 指導 の主た る 月的 とな る。 しか し、生活 の大

半 を過 ごす 通常 の学級 にお いて、毎 日の授 業 に意欲的 に参加 してい くた め、必要 に応 じて教

科の補 充指 導 を行 うこ とも大切 で あ る。 ここでは、教科 の補 充指 導 を在 籍学 級 の学習 内容 の

理解 を助 ける広義 の補 充的 な学習 と して とらえ、指 導 の事例 を紹 介す る。

国語 の補 充的 な学習(情 緒 障害通 級 指導学級):相 手 の気持 ち の読 み と りの難 しさの改 善

に焦点 を 当てた個別学 習な どの教科 の補 充的な学習 が有効 で あ ると考 えた。

O在 籍 校 で学習す る単元名 物語 文 「三年 とうげ」(小 学 校3年)

○ 評価 規準 及び補 充的な学 習の 内容

国 語 へ の 関 心 ・

意 欲 ・態 度

見通 しを もっ

て粘 り強 く課

題 に取 り組 ん

でい る。

話す ・聞く能力

・考 え を進 ん で話 し

てい る。

・相 手の話 を最後 ま

で聞 いてい る

書 く能力

字 の形 や大 き

さに気 を っ け

て 丁寧 に 書い

て い る。

読む能力

人物の気持 ち

を思 い浮 かべ

なが ら読 んで

瓢

言語についての

知識 ・理解 ・技能

気持ちや感情を

表す言 を理解

して い る。

補 充ii課 題 解決 の見

通 しを もつ 困難 さを補

うた め手順 を示 す。

① 紙芝居を読む。

② お じい さんが転 ん

だ場面を演 じる。

③プ リン ト3を す る。

補 充V視 覚 的 な

情 報 の受 け取 りの

よ さ(視 覚 認 知 優

位)を 活 か し、紙芝

居 や絵 本 で物 語 の

大筋 をつ かむ。

補 充ii相 手 の 気 持 ちの 読 み と

りの困難 さに応 じて、登場人物 の

気 持 ち を言 葉 の リス トか ら選 ん

で絵 の 吹き

出 しに書 き

込み 、語 い

を増 やす。

⊃
脈

し

弘
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算 数の補 充的 な学習(惰 緒障 害通級 指導学 級):学 習 へ の抵 抗感 を軽減 し、意欲や 集 中の

持続 をね らった個別 学習 な どの教 科の補 充的 な学習 が有効 で あ る と考 えた。

O在 籍校 で学習す る単元名 「分数 のわ り算 」(小 学校6年)

O評 価規 準及び補 充的 な学習 の内容

算 数 へ の

関 心 ・意 欲 ・態 度

分数 の 乗除 計算 の仕 方 にっ
いて、分数の性質や既 習∫1≧肚

篁.と一閨蓮 づ.三去工 考 え よ う と

して い る 。

補充ili児 童 の心理的 な負

担を軽減 した ワー クシー ト

で反復練習を行 う。

(例}

・簡単な数 にす る。

・紙面 には必 要な情報だ け

載せ る。

・書 く困難 を軽減す るた め

書き込みを少な くす る。

数学的な考え方

分数の性 質を基に して、

分数 の乗 除計算 の仕 方

を考えている。

数量や 図形 につい

ての表現・処理

分数 の乗除計算 が

できてい る。

数量や 図形について

の知識 ・理解

分数 の乗除計 算の意

味や その計算 の仕方

が分かってい る。

補 充ii楽 しく具 体的

な操作ができて、視覚 に

も訴 えることで、学習意

欲 と集 中力の 持続 を図

る。

補 充i既 習 の整数 ÷整 数 か ら始 め

て、それ を ヒン トとして左 に見 なが ら

分数 ÷整数へ進む ことで、不安感 を取

り除 き、落 ち着いて思 考できるよ うに

す る。

国語 の補 充的 な学習(言 語 障 害通級指 導学級):在 籍 学級 で取 り組 んでい る単元 の語 句 に

つ いて、個別指 導 を行 い、書字や 読字 の負担軽減 を図 る補 充的な学習 が有効 で あ る と考 えた。

○ 書字読字 障害 にお ける 「ひ らがな ・カタカナ の定着」(小 学校3年)

O補 充的 な学習 の内容

補充iv教 材(な ぞ なぞや ス リー ヒン トクイ ズ)に 取 り組み 、適切 な語 い を正 しい音 の

順序 で想 起す るカ を高め る。

補充iii50音 衰 を用意 し、 書字 にお け る負担 を軽減 す る。

補充ii提 示す る文 を分か ち書 きや 、児 童 に合 わせ た宇 の大 き さにす る こ とを通 して、

読字 に対す る負 担 を軽減 す る。

(2)ま とめ

通級 指導 学級 で は、一 人一人 の教 育的ニ ー ズに応 じた指導 の 中で、教 科の授 業 への 自信 と

意欲 を養 うことで心 理 的な安 定 と集 団適応へ つ なげて い く指 導 も大 切で あ る。 その場 合 、在

籍 学級 の教科指導 や評価 との 関連 をもたせ て指導 して い くこ とが重要 で ある。

しか し、通級児 童 ・生徒 は、情 緒障 害や言語 障害 等 の様 々な困難 が あ る。 例 え ば、教科 書

教材 を扱 い なが ら、行 動上 の課題 に焦 点 を当てて指 導す る といった こ とが実際 の場 面 で は求

め られ る。 「個別 指 導計画 を作成 し、行 動上 の課題や 言語 面 での課題 に焦点 を当て、認 知 特

性 を踏 ま えて指 導す る。 」 「在籍 校で の授業参加 を考慮 し、在籍 校 の評価 規準 を生 か して指

導 す る。 」 とい う視 点 をバ ランス よくす ることが 大切 であ る。

21一



v研 究 の 成 果 と 課 題

1研 究 の成果

本 部会 では 、一人一 人 の児 童 ・生徒 が評価 規準 を達成 し、確 か な学力 を身 に付 けて い くた め

の、補 充的な学 習 と発展 的な学 習の指 導方 法等 を次の よ うに明 らか に した.

(1)単 元の 内容 をかみ くだい てスモール ステ ップで行 う学 習 く補 充i>の 指導方 法等 と して

ろ う学校 の国語 の指 導にお いて 、授 業 中に評価 規準 に照 らして学 習状況 の到 達度 を評価 し、

理解 の度合 い が不十分 な児童 に は、授 業 の最後 に、 ワー クシー トを用 い 、宮沢 賢治独 特 の表

現 一っ一 っ を絵 と対応 させ て理解 を促 す補 充的 な学 習 を行 った。 そ の結果 、児 童 が作 品を味

わ うため に必要 な語 いや表現 を理解 す るこ とが できた。

(2)児 童 ・生徒 のっまず きの箇所 に焦 点を 当て た学 習 〈補 充ii>の 指 導方 法等 と して

盲学校 の算数 の指 導 におい て、等分 除 と包含 除 の違 い を小 学部3学 年 の本 単元 で確 実に身

に付 けてお くこ とが 大切 であ る。 しか し、 除法 は初 めて 出て くる単 元 で あ り、特 に、等分 除

と包含 除の違 い の理解 は、つ まず きの箇所 とな りや す い.そ こで、そ の違 いの理解 に焦点 を

当て、単元 の指導計画 の 中に補 充的 な学習 として設 定 し、乗 法九九 の 「か け られ る数」 と 「か

ける数」 の違 い と対応 させ る学 習 を した こ とで 、児童 の理解 の定着 を図 るこ とがで きた.

(3)習 熟 の ための反復 学習 〈補充iii>の 指 導方 法等 と して

盲 学校 の算数 の指 導 では、 点字使 用 の児童 ・生 徒 は、筆 算形 式に替 わ り、珠 算で計 算す る

こ とが 一般 的 に取 り入れ られ てい る。普通 文字 を使 用 す る場合 と同様 に 、珠 算 で も計 算問題

は、数 多 くの 問題 を継続 的 に繰 り返 し解 くこ とで、 早 くIE確 に計算 でき る よ うにな る。そ の

習熟 のた めに 各時の始 めの10分 間 を充 て るこ とで 、児 童の計算 速度 と正確 さの 向上 が図 ら

れ た。

(4)単 元 に入 る前 の土台作 りの学 習 〈補充iv>の 指 導方 法等 として

盲学校 の算数 の指導 で は、具体 的 な事物や事 象 ・動作 と、言葉 を結 び っけ るた めに、単 元

の始め に、十 分に操作 的 な活 動 を取 り入 れ る ことが必 要 で あ る。除 法の 学習 の導入 で、具体

物 を使 って分 け る活動 を補 充的な 学習 と して行 った こ とで、 その後 の等分 除、 包含 除 の学 習

の際、 同様 の操作 につい ての考 え方 を身 に付 け るこ とが で き、式の 立て方 の理 解や文 章題 の

学習がス ムーズ に進 んだ。

ろ う学校 の 国語 の指導 では、 学習 を進 め るた めの最低 限必 要な語い や知識 を得 る ことが必

要であ る。 単元 の始 めに、視 覚教材や 資料 を活用 して、 補足的 な知 識 、言葉 を補充 的 に学 習

した こ とに よ り、児 童は 、作 品の情景 を共 通にイ メー ジで きた り、筆者 の趣 旨を述べ るに至

った理 由まで説 明で きた りす るよ うになった.

(5)得 意な部分 に着 目した学習 〈補 充V>の 指導 方 法等 として

情緒 障害通級指 導学級 の国語 の補 充的な学習 の指 導 におい て、児童 の認知 特性(視 覚認 知

優位)を 生か して、教科 書の物 語 を紙 芝居 として見せ た こ とで、児童 は あ らす じを把 握す る

こ とが でき、在 籍学級で の学習 の理解 につなが った。

(6)興 味 ・関心の幅 を広 げ る学習 〈発 展i>の 指 導方 法等 と して

ろ う学校 の国語 の指 導にお いて、 文章 の内容 を把 握 し、場 面や 登場人 物 の心情 を読み 取 る

こ とがで き るよ うな レベ ル まで学習 が進 め られ た児 童 には 、図書館 を活 用 し、同 じ筆者 の別

の作 品 を探 して読 んだ り、感想文 を書 いた りす る活 動 を行 い、 日常的 な読書 の習慣 にっなげ

る ことがで きた。
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(7)レ ベル ア ップ を図 るため の難 易度 の高い 内癖 の学 習 〈発展ii>の 指 導方法等 と して

盲 学校 の算 数 の指 導 において 、等 分除 、包含 除の考 え方や 、珠 算 に よる計算法 につい て十

分 に学習が進 んだ児 竜 に刻 して は、単元 の最後 に2位 数 、3位 数 の 除法 を発 展的 な学習 と し

て行 った。 まず、何 十、何 百のチ ャンク(数 の固ま り〉 のイ メー ジが もて るよ うな重 さの あ

る教材 を用 い、 これ まで 学習 した 除法の方 法 を 当ては めて具体 的操 作→ 立式 とい う手順 を踏

んで学習 を進 めて い った ので、大 きな数 の除法 に対 しても理 解 が進 み、幅広 い応用 が可能 に

な るととも に、先 に学習す る内容へ の橋 渡 しにな った.

ろ う学校 の国語 の指 導 におい て、授 業 中に学習状 況 の到達度 を評 価 し、理 解 の度 合い が十

分満 足 な児童 に は、授 業 の最後 に、 ワー クシー トを用い 、宮 沢賢治 の物 語 が生まれ た時代 背

景 にっ いて、教 科書や 他の文 献 に記載 され てい る内容 か ら読み 取る学 習 を行 った。その結果 、

児童 が 思考力 を働 かせ て必 要 な部 分 を抜 き出 し、想 像 を広げ て 自分 の 考 えを ま とめ る ことが

できた。

(8)下 学年 適用 におけ る興味 ・関心の幅 を広 げ る学習 〈促進1>の 指 導方 法等 と して

ろ う学校 の下学年適 用 の グルー プ の算数 「表 とグ ラ フ」 の単元 の指 導にお いて 、資料 を整

理 して集 団の特微や傾 向をっか ませ るた め、実 際 に交通 量調査 を行 った こ とで、児童 の興 味 ・

関心 を広 げ、学習意欲 を喚起 す る ことが で きた。

(9)下 学年適 用 におけ る当該学年 によ り近い 内容 の学 習 〈促進ii>の 指導 方法等 と して

肢 体 不 自由養護 学校 の下 学年適 用の グル ープの算 数 「水 か さ」 の単元(3学 年 の内容)の

指 導にお い て、5学 年 で学 習す る割合 に関連 づ けて学習す るこ とに よ り、 当該 学年 の 内容 に

近 い内容 を身 に付 ける こ とがで きた。

(10)単 元の指 導 と評価 の計画 への位 置 付 け

補 充 的な学習 、発展 的な 学習 は、そ の内容 に応 じて、 単元 の指 導 と評価 の 計画 に、適切 に

位置付 けて い くこ とで、 よ り効 果的 な もの とす る ことがで きた。
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2今 後 の課題

今後 は、児童 ・生 徒の確 か な学力 の育成 を図 るため 、授 業 に よる検 証 を通 して評価規 準 を改

善 し、 よ り障 害の特性 に配 慮 した ものに修 正 し、効果 的 に補 充的 な学 習や発 展 的な学 習 を取 り

入 れて活用 してい くこ とが必要 であ る.そ の際は 、児 童 ・生 徒の 学習進 度 に応 じた年 間の単 元

の時数 配分 を適 切に行 ってい く必 要が ある。
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